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社会的企業と地域の活性化
　地球環境、福祉、少子高齢化、地域経済の疲弊など、社会の中で多くの課題が表面化し
ています。こうした中、社会的課題をビジネスの発想・手法で安定的な事業性を保ちながら
解決していこうという社会的企業（ソーシャル・ビジネス）の動きが注目されています。その
背景には、公共サービスを担う政府の機能が財政環境の厳しさの下で低下してきているこ
と、ＮＰＯ法人などによる非営利活動では事業性の確保が難しいことなどがあります。また、
民間企業ではＣＳＲ（Corporate S の社会的責任）への取り組み
が重要視されるようになり、社会貢献、社会的課題解決が市場での評価ファクターになりつ
つあることも大きな影響を与
　そこで、今回は地域の活性化を目指す上で、社会的企業が果たす役割と可能性について
考えてみます。
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